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　12月11日に議長選挙及び副議長選挙が行われ、新たな正副議長が決定しました。
　また、この改選に伴い、委員会構成の一部変更、一部事務組合等議会議員の改選が
行われました。

議
会
議
長
　
奥
村
　
晴
明

【議長　奥村　晴明氏の略歴】
　平成₄年₂月初当選。₆期目。
　第33代議長、第32代副議長、総務常任委員会
委員長、厚生常任委員会委員長、特別委員会の
委員長などを歴任。

【副議長　永濵　茂樹氏の略歴】
　平成12年₂月初当選。５期目。
　第36代議長、厚生常任委員会委員長、総務文
教常任委員会委員長、特別委員会の委員長など
を歴任。

第41代議長　奥村 晴明氏  第40代副議長　永濵 茂樹氏

　

12
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
第
41
代
藍
住
町
議
会
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
誠
に
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

国
内
景
気
は
、
各
種
政
策
の
効
果
も
あ
っ
て
、
緩
や
か
な
回
復
に
向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

も
の
の
国
・
地
方
と
も
に
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
本
町
で
は
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
町
を
挙
げ
て
行
財
政
改
革
に
取
組
、
効
率
的
な
行
政
運
営

と
財
源
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
防
災
対
策
を
は
じ
め
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
教
育
・
文

化
の
向
上
、
福
祉
の
充
実
、
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
、
多
く
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
の
円
滑
な
運
営
は
も
と
よ
り
、
多
様
化
す
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
執
行
機
関
と

議
会
が
一
体
と
な
っ
て
藍
住
町
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
目
指
し
、
職
責
を
全
う
す
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 議　長

奥村　晴明

副議長
永濵　茂樹

議 会 の 新 構 成

議
長
就
任
の
ご
挨
拶
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住
町
総
合
文
化
ホ
ー
ル

特
別
委
員
会
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12月定例会
　12月議会定例会が12月11日から22日までの12日間の会期で開会され、
下記の議案について審議しました。
　一般質問では３人の議員が登壇し、町政について質問しました。

〜町長提案〜

● 平成29年度藍住町一般会計補正予算 …………………………………………………………………………… 原案可決

● 平成29年度藍住町特別会計（国民健康保険事業）補正予算 …………………………………………………… 原案可決

● 平成29年度藍住町特別会計（介護保険事業）補正予算 ………………………………………………………… 原案可決

● 平成29年度藍住町特別会計（介護サービス事業）補正予算 …………………………………………………… 原案可決

● 平成29年度藍住町特別会計（後期高齢者医療事業）補正予算 ………………………………………………… 原案可決

● 藍住町の職員の育児休業等に関する条例の一部改正 ………………………………………………………… 原案可決

● 藍住町水防団に関する条例の制定 ……………………………………………………………………………… 原案可決

● 徳島県市町村総合事務組合規約の変更 ………………………………………………………………………… 原案可決

● 藍住町副町長選任の同意 …………………………………………………………………………………………奥田浩志氏

〜議員提案〜

● 特別委員会の名称変更 …………………………………………………………………………………………… 原案可決

　 　藍住町総合文化ホール特別委員会へ名称変更

● 道路財特法における補助率等の嵩上げ措置の継続を求める意見書 ………………………………………… 原案可決

　 　提　出　者　　　鳥海　典昭議員

　 　提　出　先　　　衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・総務大臣・財務大臣・国土交通大臣

「道路財特法における補助率等の
嵩上げ措置の継続を求める意見書」を提出

（概要）
　現在、国においては、 「道路財特法」の規定により、地域高規格道路や交付金事業の補助率等の嵩上げを実施
し、道路整備に対し格別の配慮がなされている。
　しかしながら、本法は平成29年度までの時限措置であり、来年度以降、補助率等が実質的に低減されること
は、真に必要な道路整備の停滞を招き、全力を挙げて取り組んでいる地方創生及び国土強靭化の実現に大きな
影響を与えることが懸念されるところである。
  よって、国におかれては、地方の道路整備を引き続き強力に推進するため、道路関係予算の所用額の確保は
もとより、道路財特法の補助率等の嵩上げ措置について、平成30年度以降も現行制度を継続するよう強く要望
する。
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平成２９年度一般会計補正予算

3億2,200万円増額歳入歳出
それぞれ 103億2,500万円予 算

総 額

　  総　務　費
◆（仮称）藍住町文化ホール・公共施設複合化事業費		
　	（緑の広場跡地地中物処理工事）	 4,000万円

　  衛　生　費
◆西クリーンステーション管理費	 1,450万円
　（１号炉内耐火物補修工事）

　  民　生　費
◆後期高齢者医療費療養給付費	 1,632万円
◆医療介護提供体制改革推進事業費	 1,801万円
　	（地域密着型特別養護老人ホーム開設準備補助金）
◆障害福祉サービス等給付費	 4,400万円

　  教　育　費
◆小学校総務費	 2,300万円
　	（南小学校屋外トイレ等改修工事）
◆給食調理加工費	 1,236万円
　	（原材料の高騰により）

～主な補正の内容（１万円未満四捨五入）～

会　計　名 補 正 前 の 額 補 正 額 補 正 後 の 額

国 民 健 康 保 険 事 業 39億3,400万円 1億2,278万円 40億5,678万円

介 護 保 険 事 業 24億5,000万円 1億150万円 25億5,150万円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 1,250万円 △530万円 720万円

後期高齢者医療事業 3億300万円 2,040万円 3億2,340万円

平成29年度特別会計補正予算

～平成29年 第₂回 臨時会～
　11月27日開催の臨時会において次の議案が上程され、原案のとおり可決した。

● 平成29年度藍住町一般会計補正予算の専決処分（※１）の報告と承認 ………………………………… 原案可決
　 　歳入歳出1,300万円を増額し、予算総額を100億300万円とする

※１専決処分とは？　（地方自治法第179条）

町長が議会を招集する時間的余裕がない場合に町長が議会に代わって、議会が議決すべき条例・予算
などの案件を処理すること。
町長が専決処分をした場合は、次の会議においてこれを議会に報告し、承認を求めなければならない。

● 職員の給与に関する条例の一部改正 ……………………………………………………………………… 原案可決
　 　人事院勧告及び徳島県人事委員会勧告に基づき、給料表については約0．2％、勤勉手当については、年間の
　 　支給月数を0．1月分引き上げる改正
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町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

汚水処理事業は合併浄化槽設置を優先に
下水道全体計画や汚水処理構想に基づき事業を進める

５年間のごみの排出量の推移及び
町民一人当たりの排出量

学校教育について
教員の負担軽減に取り組んでいる

問  

ご
み
袋
の
有
料
化
が
２

０
０
７
年
９
月
よ
り
実

施
さ
れ
、
ご
み
袋
の
大
が
１
枚

35
円
。
２
０
１
１
年
４
月
か
ら

25
円
に
値
下
げ
さ
れ
た
が
、
ご

み
袋
の
収
益
は
。

答
平
成
28
年
度
の
収
益
は

１
１
８
５
万
６
千
円
。

問  

ご
み
排
出
量
の
推
移
と

１
人
当
た
り
の
ご
み
出

し
量
は
。
ま
た
、
資
源
ご
み
の

販
売
収
益
は
。

答
排
出
量
の
推
移
に
つ
い

て
は
別
表
参
照
。

　

資
源
ご
み
の
平
成
28
年
度
収

益
は
６
５
４
万
９
３
８
４
円
。

問  

高
齢
者
や
認
知
症
の
方

は
、
ご
み
の
分
別
や
ご

み
出
し
で
困
っ
て
い
る
が
支

援
策
は
。

答
民
生
委
員
の
方
に
状
態

を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

困
っ
て
い
る
方
の
状
態
に
応
じ

て
、
自
宅
ま
で
ご
み
を
回
収
に

行
く
な
ど
の
支
援
を
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
方
に
は
介

護
者
の
方
と
協
議
し
な
が
ら
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。

ご
み
問
題
に
つ
い
て

　
困
っ
て
い
る
方
の
状
態
に
応
じ
て
支
援

問  
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は

公
共
下
水
道
の
復
旧
に

５
７
５
億
円
、
東
日
本
大
震
災

の
被
害
額
は
３
１
９
５
億
円
、

熊
本
地
震
で
は
３
３
１
億
円
。

　

藍
住
町
第
１
期
下
水
道
事
業

に
投
入
し
た
公
費
は
23
億
５
７

０
０
万
円
で
、
合
併
浄
化
槽
は

５
億
３
７
０
０
万
円
。
１
基
当

た
り
の
金
額
は
合
併
浄
化
槽
が

30
万
円
。
公
共
下
水
道
は
５
８

０
万
円
で
合
併
浄
化
槽
の
約
19

倍
も
高
い
。
工
期
が
短
く
、
単

価
は
安
い
、
災
害
に
強
い
合
併

浄
化
槽
に
切
り
替
え
る
こ
と
を

要
望
。

答
公
共
下
水
道
と
合
併
浄

化
槽
の
経
済
比
較
を
行

い
、
費
用
対
効
果
の
観
点
か
ら

現
在
進
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
震
災
を
教
訓
と

し
て
、
震
災
対
策
を
考
慮
し
、

現
在
で
き
る
最
善
の
対
策
を
講

じ
て
い
き
た
い
。

問  

今
、
教
員
の
働
き
方
が

社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
２
０
１
６
年
度
の
文
科
省

調
査
で
は
、
教
員
の
１
日
当
た

り
平
均
勤
務
時
間
は
小
中
学
校

で
11
時
間
を
超
え
て
い
る
。

　

町
教
委
は
部
活
動
に
関
す
る

教
員
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
労
務

管
理
で
タ
イ
ム
カ
ー
ド
は
設
置

し
て
い
る
の
か
。

答
部
活
動
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
は
行
っ
て

い
な
い
。

　

各
中
学
校
で
は
、
部
活
動
休

止
日
や
短
縮
部
活
動
の
日
を
設

け
、
教
員
の
負
担
軽
減
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

現
在
、
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
設

置
は
し
て
い
な
い
。

問  

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化

の
状
況
と
今
後
の
年
次

計
画
は
。

答
全
学
校
の
ト
イ
レ
３
８
３

基
の
う
ち
１
２
１
基
に

つ
い
て
洋
式
化
が
完
了
し
、
洋

式
化
率
は
32
％
。

　

今
後
の
年
次
計
画
に
つ
い
て

は
、
交
付
金
な
ど
の
財
源
や
予

算
編
成
と
の
関
連
も
あ
り
、
現

時
点
で
は
具
体
的
な
計
画
は
作

成
で
き
て
い
な
い
。

林　　　茂　議員

年　　度
平成
24
年度

平成
25
年度

平成
26
年度

平成
27
年度

平成
28
年度

人口（人） 33,858 34,225 34,501 34,862 34,905

燃やせる
ごみ（ｔ） 5,949 5,851 5,978 5,965 5,808

資源ごみ（ｔ） 2,480 2,441 2,399 2,289 2,233

粗大ごみ（ｔ） 163 183 184 196 207

燃やせない
ごみ（ｔ） 115 98 104 100 107

一人一日
当たり（ｇ） 863 851 850 828 817

事業系直接搬入
燃やせるごみ

（ｔ）
1,964 2,069 2,036 1,990 2,055
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町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

小川　幸英　議員

商工業農業振興について
商工会と連携し創業支援を行っている

交通安全対策について
関係機関と検討していく

問  

新
婚
世
帯
、
子
育
て
世

帯
に
対
し
て
住
宅
取
得

の
助
成
を
す
べ
き
と
思
う
が
。

答
一
定
の
世
代
に
限
定
す
る

こ
と
は
、
公
平
性
の
観
点

か
ら
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
。

問  

学
校
と
児
童
館
の
連
携

は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

答
行
事
予
定
表
や
学
校
か

ら
の
メ
ー
ル
等
で
下
校

時
間
や
年
間
行
事
を
確
認
し
て

お
り
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

入
会
し
て
い
る
児
童
の
情
報

は
、
必
要
に
応
じ
て
学
校
と
情

報
交
換
し
て
い
る
。

問
各
児
童
館
に
は
５
台
以

上
止
め
ら
れ
る
駐
車
場

が
あ
る
が
住
吉
児
童
館
に
も
駐

車
場
を
増
設
す
べ
き
だ
。

答
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い

て
今
後
計
画
し
た
い
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
児
童
館
の
駐
車
場
整
備
を
考
え
る

駐車スペースのない住吉児童館

問  

町
と
し
て
商
工
会
や
商

工
業
者
に
対
し
て
独
自

の
支
援
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答
商
工
会
が
実
施
し
て
い

る「
創
業
塾
」を
卒
業
し

た
後
に
町
内
で
創
業
さ
れ
た
方

に
は
、
町
か
ら
補
助
金
の
創
業

支
援
等
を
行
っ
て
い
る
。

問  

地
域
振
興
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
藍
プ
ラ
ス
カ
ー

ド
を
景
気
対
策
と
し
て
復
活
し

て
は
ど
う
か
。

答
商
工
会
と
十
分
協
議
を

し
な
が
ら
検
討
。

問  

中
小
企
業
向
け
の
融
資
制

度
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資

金
の
信
用
保
証
料
０
・
３
％
を
町

で
負
担
し
て
は
ど
う
か
。

答
利
子
補
給
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
が
ん
ば
る

商
工
業
者
に
対
す
る
支
援
策
を

進
め
る
。

問
農
業
後
継
者
対
策
新
規

就
農
者
定
着
に
向
け
た

補
助
金
や
取
組
の
成
果
は
。
ま

た
、
農
地
の
賃
貸
借
料
支
援
、

経
営
支
援
、
安
定
化
支
援
、
機

械
整
備
支
援
等
が
あ
る
が
現
在

の
状
況
と
今
後
の
取
組
は
。

答
青
年
等
就
農
計
画
を
作

成
し
、
新
規
就
農
者
に

認
定
さ
れ
る
と
、
機
械
等
の
取

得
に
活
用
で
き
る
無
利
子
の

青
年
等
就
農
資
金
や
、
農
業
次

世
代
人
材
育
成
資
金
が
受
け

ら
れ
る
。

問  

停
止
線
や
横
断
歩
道
が

消
え
か
か
っ
て
見
づ
ら

い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
担
当
者

が
現
地
を
確
認
し
、
板
野
署
を

通
じ
て
公
安
委
員
会
へ
改
善
を

要
望
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
が
、
半
年
た
っ
て
も
改

善
さ
れ
て
い
な
い
所
が
あ
る
。

答
早
期
に
改
善
さ
れ
る
よ

う
、
要
望
活
動
を
更
に

進
め
る
。

問  

江
ノ
口
新
居
須
線
歩
道

改
修
に
つ
い
て
、
具
体

的
な
対
策
は
で
き
た
の
か
。

答
今
年
度
は
、
道
路
併
設

の
排
水
路
に
蓋
掛
け
を

す
る
こ
と
で
、
歩
道
の
幅
員
を

拡
幅
し
、
同
時
に
フ
ラ
ッ
ト
構

造
へ
転
換
す
る
こ
と
が
可
能
な

区
間
の
選
定
と
、
工
事
に
向
け

た
設
計
を
進
め
て
い
る
。

問  

ゆ
め
タ
ウ
ン
周
辺
は
休

日
と
も
な
る
と
ゆ
め
タ

ウ
ン
渋
滞
と
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い

渋
滞
が
起
き
て
い
る
。
交
通
渋

滞
対
策
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
か
。

答
既
存
の
道
路
区
域
で
対

応
が
可
能
な
施
策
に
つ

い
て
、
交
通
管
理
者
等
の
関
係

機
関
と
検
討
し
て
い
く
。

その他の
質　　問

○
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
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町 政 の こ こ が 聞 き た い 一般質問

西岡　恵子　議員

問  

本
町
で
は
既
に
中
学
校

修
了
ま
で
助
成
し
て
い

ま
す
が
、
県
に
お
い
て
制
度
拡

大
さ
れ
、
本
年
度
か
ら
県
下
全

域
で
中
学
校
修
了
以
上
と
な
り

ま
し
た
。
県
内
の
11
市
町
村
で

は
、
既
に
18
歳
に
達
す
る
年
度

末
ま
で
助
成
し
て
い
ま
す
。
本

町
で
も
18
歳
に
達
す
る
年
度
末

ま
で
の
助
成
を
求
め
ま
す
。

答
財
政
的
に
大
き
な
負
担

と
な
る
た
め
、
今
後
の

財
政
状
況
を
見
な
が
ら
前
向
き

に
検
討
。

問  

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
使
用
に
お
い
て

様
々
な
問
題
が
発
生
。
本
町
の

小
中
学
校
で
、
自
分
の
携
帯
電

話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ

て
い
る
割
合
と
、
そ
の
使
用
状

況
。
ま
た
、
視
力
低
下
も
あ
る

よ
う
で
す
が
そ
の
現
状
は
。

　

今
年
８
月
に
は
中
学
生
の

ネ
ッ
ト
上
で
の
な
り
す
ま
し
事

件
も
起
き
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ

ル
や
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

早
急
な
取
組
が
必
要
。

答
割
合
に
つ
い
て
は
別
表

参
照
。
全
国
平
均
を
上

回
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

学
校
の
保
健
委
員
会
に
お
い

て
、
今
年
は
眼
科
の
先
生
に
視

力
低
下
の
原
因
や
、
予
防
に
つ

い
て
の
研
修
を
計
画
し
て
お

り
、
学
校
で
は
、
毎
年
、
携
帯

電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の

安
全
教
室
を
開
催
し
、
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
被
害
に

あ
っ
た
実
例
を
挙
げ
て
、
正
し

い
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
で
使
用
す

る
よ
う
学
習
、
啓
発
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
個
人
面
談
な
ど

の
様
々
な
機
会
を
捉
え
て
、
保

護
者
に
も
適
正
な
使
用
を
呼
び

掛
け
て
い
る
。

問  
町
長
は
、
住
民
の
期
待

を
裏
切
る
こ
と
な
く
二

元
代
表
制
、
対
等
な
立
場
で
よ

り
良
い
町
政
を
築
き
た
い
。
昭

和
40
年
頃
か
ら
発
展
し
て
き
た

町
に
少
し
陰
り
が
感
じ
ら
れ

る
。
こ
れ
を
転
換
期
と
捉
え
、

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

る
。
そ
の
施
策
に
つ
い
て
は
、

来
年
３
月
議
会
以
降
に
適
宜
具

体
化
す
る
旨
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
未
来
へ
の
挑
戦
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
抱
負
・
意

気
込
み
に
つ
い
て
尋
ね
ま
す
。

答
待
機
児
童
の
解
消
や
学

童
保
育
の
充
実
な
ど
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環

境
整
備
を
十
分
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
者

へ
の
支
援
や
、
自
助
・
共
助
を

中
心
と
し
た
防
災
対
策
に
つ
い

て
も
進
め
て
い
く
。
様
々
な
分

野
に
お
い
て
、
住
民
の
皆
さ
ん

や
議
会
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
十

分
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
魅
力

的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
。

子どもはぐくみ医療費助成制度の
対象年齢拡大
今後の財政状況を見ながら前向きに検討

髙橋町長の「未来への挑戦」について
魅力的なまちづくりを進める

携帯電話、スマートフォン等の安全・適正な使用について
正しいマナーやルールで使用するよう学習、啓発を行っている

中学３年生 20.5%

１日３時間以上使用している

６年生 8%

自分の携帯電話、スマートフォン等を持っている

1年生 28%

２年生 36%

３年生 45%

４年生 52%

５年生 59%

６年生 56%

中学１年生 58%

中学２年生 67%

中学３年生 76%
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11
月
22
日
、
町
村
議
会
議

長
全
国
大
会
が
東
京
都（
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ホ
ー
ル
）で
開
催
さ
れ
、
森

志
郎
前
議
長
が
参
加
。

　

大
会
で
は
、
地
方
議
員
の

な
り
手
不
足
が
深
刻
化
し
て

い
る
と
し
て
、
国
に
人
材
確

保
策
を
求
め
る
重
点
要
望
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

（
仮
称
）藍
住
町
文
化
ホ
ー
ル
等
複
合
公
共
施
設

建
築
工
事
の
現
場
視
察
を
実
施

　
11
月
27
日
、
臨
時
会
終
了
後
、

全
議
員
で
現
場
視
察
を
実
施
。
西

松
建
設
株
式
会
社
の
方
か
ら
進

捗
状
況
と
今
後
の
予
定
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

●
●
● 

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会 

●
●
●

議議

員員

研研

修修

報報

告告

陳

情

３
件
の
陳
情
が
あ
り
、
議
員
に
配
布
し
ま
し
た
。

●	

電
気
設
備
工
事
・
管
設
備
工
事
の
分
離
発
注
推
進
の	

　

	

お
願
い

　

	　

陳 

情 

者
　
一
般
社
団
法
人	

徳
島
県
設
備
業
協
会

　
　
　

		　
　
　
　
会　
長　
栗
本　
利
幸

●	
じ
ん
肺
・
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
根
絶
を
求
め
る
陳
情
書

　

	　

陳 
情 

者　

２
０
１
７
年	

第
28
回
な
く
せ
じ
ん
肺

　
　
　

		　
　
　
　
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
徳
島
実
行
委
員
会

　
　
　

		　
　
　
　
会　
長　
山
本　
正
美

●	「
若
い
人
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る
年
金
制
度
」を
国
の

　

	

責
任
で
創
設
す
る
た
め
の
意
見
書
採
択
に
関
す
る
陳
情
書

　

	　

陳 

情 

者　

徳
島
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

　
　
　

		　
　
　
　
会　
長　
井
上　
尚

定　例　会　案　内

詳しくは議会事務局まで
お問い合わせ ● 議会事務局 ☎637–3127

次の定例会は３月です。
（定例会日程については３月１日からホームページで掲載予定
 です。そちらをごらんください。）

次号は５月に発行します。

本 会 議 を 傍 聴 し ま せ ん か

① 住所・氏名・電話番号を明記。
② 掲載時に匿名を希望する方は申し出てください。
③ 字数は500字以内。
④ 投稿者の多い場合には、掲載月を調整する場合があります。

編集委員会では、町民の声の投稿を募集しています。
議会や町政に関する御意見をお寄せください。

投 稿 規 定
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11 

月

２
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

11
日　
藍
住
町
戦
没
者
追
悼
式　

20
日　
地
方
自
治
法
施
行
70
周
年
記
念

　
　
　
式
典（
東
京
都
）

21
日　
議
長
研
修（
埼
玉
県
）

22
日　
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会　

　
　
　
（
東
京
都
）

27
日　
第
２
回
臨
時
会

　
　
　
（
仮
称
）藍
住
町
文
化
ホ
ー
ル
・
公
共

　
　
　
施
設
複
合
化
事
業
特
別
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

28
日　
板
野
郡
町
議
会
議
長
会
定
例
会

　
　
　
（
北
島
町
）

29
日
〜
12
月
１
日

　
　
　
全
国
議
長
会
中
間
監
査

　
　
　
（
東
京
都
）

12 
月

11
日　
12
月
議
会
定
例
会
開
会

　
　
　
（
仮
称
）藍
住
町
文
化
ホ
ー
ル
・
公
共

　
　
　
施
設
複
合
化
事
業
特
別
委
員
会

13
日　
藍
翆
苑
祭

19
日　
12
月
議
会
定
例
会
一
般
質
問

　
　
　
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

22
日　
12
月
議
会
定
例
会
閉
会

委
員
長　
　

徳　

元　

敏　

行

副
委
員
長　
　

西　

岡　

恵　

子

委

員　
　

林　
　
　
　
　

茂

委

員　
　

鳥　

海　

典　

昭

委

員　
　

森　
　
　

志　

郎

～お年寄りにやさしいまちづくりを～

　藍住町に移り住んで40年が過ぎ、周囲の風景も大きく変わった。田畑が少なくなり住宅地が増えている。散歩
をしていて空き家が多くなったように思う。	（町の調べでは約450戸）都会へ出た子供が亡き親元に帰らないからと
聞く。
　私が藍住に来た頃の平均年齢は30歳前後だったと思う。とこ
ろが今では、人口35,000人を超え、平均年齢も43歳。藍住町も
御多分に漏れず高齢化社会の仲間入りをしようとしている。
　『花と緑と太陽の町』が藍住町のキャッチフレーズだという。
総合計画の中に「きもち・いきいき・藍住」というフレーズがあ
る。福祉の町の充実を目指そうというものだ。
　藍住町はゆめタウンなどの大型店舗を誘致し、町財政も潤っ
ていることだろう。
　高齢化社会に向かう藍住町にとって、お年寄りに住み良いま
ちづくりを目指してほしい。

勝瑞  胡田　俊一さん

　
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ

り
」と
言
わ
れ
ま
す
が
、
私

の
活
動
の
原
点
は「
戦
争
と

貧
乏
を
な
く
す
」で
あ
っ
た
。

　

安
倍
首
相
は
４
日
の
年
頭

会
見
で「
新
し
い
時
代
へ
の
希

望
を
生
み
だ
す
よ
う
な
憲
法

の
あ
る
べ
き
姿
を
国
民
に

し
っ
か
り
と
提
示
す
る
」と
明

言
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
９

条
へ
の
自
衛
隊
明
記
に
よ
り

戦
力
不
保
持
の
規
定
が
空
文

化
し
、
軍
備
増
強
に
歯
止
め

が
か
か
ら
な
く
な
り
ま
す
。

軍
事
力
を
い
く
ら
増
強
し
て

も
国
民
の
命
や
生
活
は
守
れ

ま
せ
ん
。
軍
事
力
で
は
国
民

を
守
れ
な
い
こ
と
は
、
戦
争

を
経
験
し
た
世
代
の
人
た
ち

は
よ
く
知
っ
て
お
り
、
私
も

そ
の
一
人
で
す
。
戦
争
か
ら

平
和
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

（
林　
　
　

茂
）

25
日　
板
野
西
部
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー

　
　
　
組
合
議
会
定
例
会（
板
野
町
）

26
日　
板
野
東
部
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

　
　
　
（
北
島
町
）

1 

月

７
日　
藍
住
町
成
人
式

９
日　
板
野
郡
町
議
会
議
長
会
臨
時
会

　
　
　
鳴
門
市
正
副
議
長
就
任
挨
拶
来
庁

10
日　

板
野
東
部
消
防
組
合
消
防

　
　
　
出
初
め
式（
北
島
町
）

18
日　
徳
島
県
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
会

　
　
　
（
徳
島
市
）

25
日　
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

31
日　
市
町
村
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
（
徳
島
市
）

議
会
の
う
ご
き

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

町
政
へ
の
決
意
を
胸
に
髙
橋
英
夫
町
長

初
登
庁

編
集
後
記


